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令和7年 新年の姿勢

今年の抱負
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新年の姿勢

❖ 市長就任4期目の第１歩を踏み出す

❖ 「誰一人取り残さない社会」の実現

❖ 「時代の変化に対応した行政」への改革

❖ 「安定した財政基盤の確立」

❖ 重点プロジェクトの推進

❖ 人口減少対策と若者に寄り添った施策の推進

❖ 魅力に溢れたまちをめざして

今年の抱負
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その他発表事項
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MaaSの推進について
１．自動運転実証実験を実施します
２．ＡＩ活用型オンデマンドバスの本格運行を開始します
３．ＡＩ活用型オンデマンドバスの運行エリアを拡大します
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１．自動運転実証実験を実施します

国の補助金を活用し、レベル４自動運転の許認可取得に向けた走行環境
の課題整理を目的とした実証実験を実施します。

概要

国の、「2025年度に全国で50箇所程度のレベル４自動運転移動サービス実装」という政府目
標を見据え、桑名市でもレベル４自動運転に必要な各種許認可を取得するため、走行環境など
の条件を定めることを目的とした実証実験を実施します。

国土交通省「地域公共交通確保維持改善事業費補助金（自動運転社会実装推進事業）」
※補助額：4,999万5千円

補助事業

・準備走行：令和７年１月７日（火）～１月27日（月）※土日を除く
・試乗走行：令和７年１月28日（火）～１月31日（金）

実施時期
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走行ルート

・ルート：長島駅～なばなの里～ナガシマスパーランド
・走行距離：片道約12.5km
・自動運転レベル：レベル２

車両

■「Minibus」（ティアフォー製自動運転EVバス）
・定員：23名（座席15名、運転席１名、立席７名）
※実証実験時は座席のみ使用
・速度：最高速度70km/h
※実証実験時は35km/hで運行

１．自動運転実証実験を実施します
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２．ＡＩ活用型オンデマンドバスの本格運行を開始します

令和３年度より実証運行を行ってきた「ＡＩ活用型オンデマンドバス」について、
先行エリアでの本格運行を開始します。

運行開始日

運行時間

令和７年２月10日（月）

平日：9:00～18:30 土・祝日：9:00～18:00（日曜運休）

運行エリア コミュニティバス「Kバス」西部南ルートをベースとしたエリア

運賃
ご乗車１回あたり300円
※運転免許証返納者：200円、小学生：100円、障がい者：100円、幼児：無料

乗車定員 １台あたり９名／２台運行

運行事業者 三重交通株式会社
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３．ＡＩ活用型オンデマンドバスの運行エリアを拡大します

「ＡＩ活用型オンデマンドバス」のノウハウの横展開を目指し、日常の移動
手段に課題を抱える「多度エリア」での実証運行を新たに開始します

実証期間

運行時間

令和７年１月24日（金）～３月17日（月）

平日：9:00～18:30 土・祝日：9:00～18:00（日曜運休）

運行エリア コミュニティバス「Kバス」多度ルートをベースとしたエリア

運賃
ご乗車１回あたり300円
※運転免許証返納者：200円、小学生：100円、障がい者：100円、幼児：無料

乗車定員 １台あたり３名／２台運行

運行事業者 三重県タクシー協会
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台湾トップセールス（関係強化と人材確保）
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「台湾企業トップとの関係強化」
「高度外国人材の確保」

令和７年1月１５日（水）～1月1８日（土）

市長
企業誘致担当理事 ほか

UMC本社
国立陽明交通大学

目 的

時 期

参 加 者

主な訪問先

台湾トップセールス（関係強化と人材確保）



台湾トップセールス（関係強化と人材確保）

台湾企業UMCトップとの関係強化１

◆世界第３位の半導体受託専業製造企業UMC社 社長との関係性強化

昨年度の会談の様子（Co-President Jason Wang氏） 12



台湾トップセールス（関係強化と人材確保）

高度外国人材の確保２

13国立陽明交通大学出身のエンジニア4名

◆半導体分野世界トップクラスの国立陽明交通大学で さらなる人材輩出を依頼
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桑名市 ×

女性の健康管理支援に関する連携協定締結

こころとカラダを大切に。自分らしく輝けるまちへ
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桑 名 市 ：ルナルナの利用促進及びチラシの配布

協定締結式：令和７年１月21日(火) 11:15～ 桑名市役所３階第二会議室

女性が経験する月ごと、ライフステージごとの変化や妊娠、出産、産後等における変化に対して、

両者が相互に連携しながら女性の健康課題の改善や体調管理の支援をすることで、あらゆる女性

がウェルビーイングを実感し、「こころとカラダ」を大切に、“自分らしく輝ける”まちづくりを推進するた

め連携協定を締結します。

連携協定締結の背景

取組内容

女性の健康管理支援に関する連携協定締結

エムティーアイ：桑名市民限定でルナルナのプレミアムコース(400円/月)を最大２年間無償提供

令和７年１月21日～令和９年１月31日まで
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㈱エムティーアイが提供するスマートフォンで簡単に体調管理ができる

ウィメンズヘルスケアサービス 。

過去の生理日を入力すると、次の生理予定日や、妊娠しやすい時期・

しにくい時期などを教えてくれる他、生理周期からみたカラダやココロの

状態を365日サポート。

2023年10月には、2000万ダウンロードを突破し、全国の妊娠届出数約70

万人に対し、ルナルナ内で約23万人（32.9%）が妊娠を報告しています。※1

ルナルナについて

※1: 2023年（集計期間：2023年1月1日～12月31日 ）に『ルナルナ』サービス内で「妊娠中ステージ」

（妊娠中の利用者の健康サポートを目的とした利用ステージ）に切り替えがあったのべアカウント実

績。一定期間以上のステージの継続が認められなかったアカウントは除く。

女性の健康管理支援に関する連携協定締結
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ルナルナの活用と今後の展開について

ルナルナを活用することで、生理日、基礎体温の記録、生理周期のセルフチェック。

女性の生理やライフスタイルを中心とした基礎知識を配信、対象を絞った周知。

ルナルナの活用

今後の展開

フェムケーションやプレコンセプションケアなどを通じて妊活をする女性だけでなく、生理が始

まる若い世代に対してもルナルナの利用促進を図ることで、正しい知識を早くから学ぶ機会を

提供することや、内面からも輝くことができるようなサポートを検討。

女性の健康管理支援に関する連携協定締結
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イングリッシュ・フレンドリー・シティ

桑名市のグローバル化に向けた
市長のトークイベントを開催します！
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桑名市のグローバル化に向けた市長のトークイベントを開催します！

誰もが英語でコミュニケーションをとれるまち「イングリッシュ・フレンドリー・
シティ」、そして、多文化共生社会の実現に向けて市が目指すまちの姿や実
際の取組を、桑名をよく知るラジオDJ クリス・グレンさんと市長が語るトー
クイベントを開催します！

▼ 日 時 ： １月１１日（土） 1４時00分～

▼ 場 所 ： イオンモール桑名１番街１階 噴水の広場 ※観覧無料
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▼ 内 容 ：
第１部 KUWANA FOREST INTERNATIONAL PRESCHOOLの

キッズによる英語のうたパフォーマンス

第２部 市長×クリス・グレン氏によるトークイベント

桑名市のグローバル化に向けた市長のトークイベントを開催します！
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クリスグレン氏

・オーストラリア出身

・名古屋在住のラジオDJ・タレント

・ブランド推進委員会の専門委員

・日本文化に精通し観光大使など

数多く務め、内外にその魅力を

発信している

桑名市のグローバル化に向けた市長のトークイベントを開催します！
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愛知大学 学生による政策提案発表会
の開催について
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• 桑名市の魅力発信

• 子ども施策

• 20年先の行政サービス

桑名ｵｰﾌﾟﾝﾌｨｰﾙﾄﾞ構想

KUWANA CITY

建学の精神

「地域社会の貢献」

桑名市

テーマ

政策提案の視点
桑名市が将来に渡り住み続けられる“幸福度”の高いまちづくり

愛知大学 学生による政策提案発表会の開催について
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日時

令和7年１月31日（金）
午後３時～午後４時30分 ※予定

場所

桑名市役所 ５階 大会議室

提案者

愛知大学法学部 「地方自治と政策」ゼミ生
発表する班 8班（1班 数名で構成）

市の狙い

各担当課と学生で意見交換を行いながら、若者の考える桑名市の地域課題を
洗い出す。その上で、若者の考えやニーズに沿った課題解決する方法を提案し
ていただく。

愛知大学 学生による政策提案発表会の開催について
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若者による博物館の新たな魅力創出事業

「とっても♥いいもの」展の開催について
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―撮影・SNS掲載、全部OK―

若者による博物館の新たな魅力創出事業

若者による博物館の新たな魅力創出事業

「とっても♥いいもの」展の開催について
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本展では、20代の学芸スタッフを中心に、「若者らしさ」を踏まえ、
作品の選定、解説、SNS展開を図り、「博物館の新たな魅力」を探りだす
展覧会。

桑名市博物館史上初、出品作品は「すべて撮影OK、SNSへの
掲載もOK」という取り組みで、デジタルネイティブ世代へのＰＲを図る。

同時に、ミュージアムにおける撮影と著作権に関するセミナーを

実施することで、メリット・デメリットについても若い世代へしっかりと周知
をしていく。

出品件数 約68件

期 間 令和７年１月11日（土）～２月24日（日）

開館時間 09：30～17：00(入館16：30まで)

入館料金 高校生以上150円、中学生以下無料

若者による博物館の新たな魅力創出事業

「とっても♥いいもの」展の開催について

27



◆ML連携セミナー
「ミュージアムで撮ってもいいのか？」

日時 令和７年2月9日(日)
午後１時30分－午後３時

場所 くわなメディアライヴ
演題 「ミュージアムで撮ってもいいのか？

―著作権を考える―」
講師 副田一穂氏（愛知県美術館主任学芸員）
定員 50名

講師 副田一穂氏（愛知県美術館主任学芸員）

◆愛知大学学生によるデジタルPR展開

愛知大学学生が、SNSを活用して展覧会
の見どころなど発信します。
企画のキャッチコピーや出品リスト、ポス

ターの作成にも大学生が関わり、若い世代
ならではの視点でPRします。

大学生とのワークショップの様子

若者による博物館の新たな魅力創出事業

「とっても♥いいもの」展の開催について
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